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   Ｇ１１Ｂ  20/10     (2006.01)
   Ｇ１１Ｂ  20/12     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ１１Ｂ   20/10     ３１１　
   Ｇ１１Ｂ   20/12     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成27年2月26日(2015.2.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の隔離体割当てスキームから選択される隔離体割当てスキームを用いて、記憶媒体
における利用可能なデータ領域にデータを書込むステップを備え、
　前記複数の隔離体割当てスキームの各々は、前記複数の隔離体割当てスキームの他のも
のと比べて異なるデータ領域隔離体間隔を提供し、
　前記隔離体間隔は、ガードトラック間の間隔および区画間の間隔の少なくとも１つであ
る、方法。
【請求項２】
　書込み動作の前に隔離体割当てスキームを選択するステップをさらに備える、請求項１
に記載の方法。
【請求項３】
　前記選択された隔離体割当てスキームによる利用可能なデータ領域はランダムに書込み
可能である、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記選択された隔離体割当てスキームはサブ領域を有し、前記サブ領域間の間隔は、前
記記憶媒体の１つ以上の特徴に基づく、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記サブ領域は動的な隔離体によって分離される、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記記憶媒体上の前記データ領域は固定された隔離体によって分離される、請求項５に
記載の方法。
【請求項７】
　前記記憶媒体は１つ以上のデータ領域を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記複数の隔離体割当てスキームから選択されるさまざまな隔離体割当てスキームを用
いて利用可能なデータ領域に前記データを移動させるステップをさらに備える、請求項１
に記載の方法。
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【請求項９】
　前記隔離体割当てスキームは、前記データの１つ以上の特徴に基づいて選択される、請
求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記データの特徴は、データサイズ、データタイプ、データ年代、データの履歴上の読
出しパターン、データの履歴上の書込みパターン、およびデータの断片化のうち１つ以上
を含む、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記隔離体割当てスキームは、前記記憶媒体の１つ以上の特徴に基づいて選択される、
請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　前記記憶媒体の特徴は、容量、満たされる総容量のパーセント、読出し／書込み速度、
アクセス時間、信頼性、保持能力および符号間干渉のうち１つ以上を含む、請求項１１に
記載の方法。
【請求項１３】
　前記ガードトラックは、瓦状の媒体上のガードトラックであり、前記区画はフラッシュ
メモリ上の区画である、請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　複数の隔離体割当てスキームから１つの隔離体割当てスキームを選択するよう構成され
た回路を備え、
　前記複数の隔離体割当てスキームの各々は、前記複数の隔離体割当てスキームの他のも
のと比べて異なるデータ領域隔離体間隔を提供し、
　前記隔離体間隔は、瓦状の媒体上のガードトラック間の間隔である、装置。
【請求項１５】
　前記回路は、選択された前記隔離体割当てスキームを用いて利用可能なデータ領域にデ
ータを書き込むようにさらに構成される、請求項１４に記載の装置。
【請求項１６】
　前記選択された隔離体割当てスキームは動的なサブ領域を有し、前記動的なサブ領域間
の間隔は前記記憶媒体の１つ以上の特徴に基づく、請求項１４に記載の装置。
【請求項１７】
　前記回路はさらに、前記複数の隔離体割当てスキームから選択されるさまざまな隔離体
割当てスキームを用いて、前記記憶媒体上のデータ領域の１つにデータを移動させるよう
に構成される、請求項１４に記載の装置。
【請求項１８】
　前記隔離体割当てスキームは、少なくとも前記記憶媒体の１つ以上の特徴および前記デ
ータの１つ以上の特徴に基づいて選択される、請求項１４に記載の装置。
【請求項１９】
　ガードトラックは、データのバンドを分離し、
　前記分離されたバンドのうちの１つのバンド内にある１つ以上のセルへの書込みは、前
記分離されたバンドのうちの当該１つのバンドのみを書換えることを要求する、請求項１
４に記載の装置。
【請求項２０】
　第１の隔離体割当てスキームを有するデータの第１の領域と第２の隔離体割当てスキー
ムを有するデータの第２の領域とを記録するように構成された記憶装置であって、
　前記第１および第２の隔離体割当てスキームは、前記記憶装置内に同時に存在し、
　前記第１および第２の隔離体割当てスキームの各々は、異なるデータ領域隔離体間隔を
提供し、
　前記隔離体間隔は、フラッシュメモリ内の区画間の間隔である、記憶装置。
【請求項２１】
　記憶媒体内の利用可能なデータ領域へのデータの書込みは、前記隔離体間隔を動的に調
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整することによって達成される、請求項１に記載の方法。
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